
令和４年度事業報告書 

 

概 要 

 令和４年度は、ロシア、ウクライナ情勢を背景とした国際的な原材料価

格の上昇や円安の影響などで、日常生活に密接なエネルギー・食料品等の

価格上昇が続き、私たちの生活や経済活動に深刻な影響を及ぼした一年で

ありました。 

 一方で、厚木市シルバー人材センター（以下「センター」という。）は、

コロナ感染症や「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」（以下「高齢法」

という。）の一部改正などの影響によって、入会者の減少や会員の高齢化な

ど、一層厳しい運営を余儀なくされました。 

 しかしながら、令和４年度の事業実績は、コロナ渦での共存した就業の

実現を図るべく、会員、役職員等が一丸となって普及啓発活動に努め、就

業機会の拡大の取組みを進めた結果、労働者派遣事業を含む契約金額は、

前年度を大きく上回る４億 5,550 万円となり、前年度比 5.3％増となりま

した。 

 また、最終年度を迎えた「第１次基本計画」については、新たな計画の策

定委員会を設置し、計画の達成状況などの評価、検証を行い、さらに会員

満足度調査等の実施結果を踏まえ、「第２次基本計画」を策定しました。 

 以下、令和４年度の事業実施状況について報告します。 

事業実績前年度対比 
年 度  

 項 目 令和４年度 令和３年度 増減 前年度比 

１ 契 約 金 額  455,508 千円 432,777 千円 22,731 千円 5.3 ％

内
訳 

請負・委任   439,512 千円 416,242 千円 23,270 千円 5.6 ％

労働者派遣  15,996 千円 16,535 千円 △ 539 千円 △ 3.3 ％
２ 受 注 件 数  4,482  件 4,507  件 △ 25  件 △ 0.6 ％
３ 会 員 数  998  人 1,015  人 △ 17  人 △ 1.7 ％
４ 入 会 率  1.41  ％ 1.44  ％ △ 0.03  ％ － 

５ 就業実人員  900  人 913  人 △ 13  人 △ 1.4 ％
６ 就 業 率   90.2  ％ 90.0  ％ 0.2  ％ － 

７ 就業延人員  86,252 人日 84,698 人日 1,554 人日 1.8 ％

内
訳 

請負・委任  83,766 人日 81,828 人日 1,938 人日 2.4 ％

労働者派遣  2,486 人日 2,870 人日 △ 384 人日 △ 13.4 ％
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１ 会員の増強 

  高齢法の一部改正などの影響によって、新入会員の確保が困難になる

中、新規に出張入会説明会の実施や新たな広告媒体の活用など会員増強

に努めました。 

  また、受注情報の提供や「会員の就業期間等に関する要綱」の運用に

よって、会員の退会抑制に努めました。 

 

 (1) 広報媒体を活用した事業展開 

   ホームページ及び会報「ねんりん」の発行を始め、厚木市「広報あつ

ぎ」及びミニコミ誌「タウンニュース」への広告掲載、また、新たに市

役所市民課や公民館等に置かれている証明書用封筒に広告を掲載し、

会員の増強に努めました。 

 

担当委員会等 実 施 項 目 

広  報 

 ア ホームページの随時更新 

 イ 会報「ねんりん」の発行及び公共施設への配架 

 ウ 広報媒体への広告掲載 

  (ｱ) 厚木市「広報あつぎ」（６回） 

  (ｲ) ミニコミ誌「タウンニュース」（６回） 

  (ｳ) ポスター掲示（市内公共施設等） 

  (ｴ) 証明書用封筒への広告掲載 

（市内公共施設 18箇所・約 47,000 部） 

 

 (2) 普及啓発活動の推進 

   年間を通じて植木班及び除草班が中心となり、作業場周辺へチラシ

を配布しました。 

   しかし、「公民館まつり」によるＰＲ活動は、主催者側の規模縮小の

ため参加を見送りました。 

 

 (3) 超高齢社会に対応した入会促進 

   引き続き、入会説明会を毎月２箇所「生きがいセンター」及び「アミ

ューあつぎ」で開催しました。 

   また、利便性を考慮した出張入会説明会を睦合北公民館で開催し、

新規会員の獲得を図りました。 
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担当委員会等 実 施 項 目 

事 務 局 

 ア 入会説明会の開催 

  (ｱ) 生きがいセンター 

    開催数   012 回 

    参加人数  083 人 

  (ｲ) アミューあつぎ 

    開催数   012 回 

    参加人数  106 人 

  (ｳ) 出張入会説明会（睦合北公民館） 

    開催数  0 01 回 

    参加人数  005 人 

 イ 入退会者数 

  (ｱ) 入会者数 計 117 人（男 80人、女 37 人） 

     ※ 前年度  計 132 人  （男 094 人、女 38 人） 

  (ｲ) 退会者数 計 134 人（男 93人、女 41 人） 

     ※ 前年度  計 171 人  （男 132 人、女 39 人） 

 

 (4) 女性会員の入会促進 

   女子の会「さつき」の活動状況を会報「ねんりん」や入会説明会で紹

介し、女性会員の入会促進を図るとともに活動を支援しました。 

 

担当委員会等 実 施 項 目 

総務・業務開拓 

 ア 女子の会「さつき」活動状況 

  (ｱ) 定例活動 

    回数   12 回 

    参加人数 延べ 94 人 

    内容   コーラス 

  (ｲ) 普及啓発活動 

    回数   １回 

    参加人数 ９人 

    内容   コーラスを通してセンターＰＲ 

    場所   愛甲公民館（公民館まつり） 
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 (5) 人材不足職種の人材育成 

   神奈川県シルバー人材センター連合会と合同開催の「高齢者活躍人

材確保育成事業」を活用した、センターで人材が不足している職種の

技能講習会を実施し、新会員の入会促進及び会員の増強を図りました。 

   また、センターにおいて、介護予防・生活支援事業訪問型サービスＡ（以

下「訪問型サービスＡ」という。）を対象とした研修会を実施し、人材

育成を図りました。 

 

担当委員会等 実 施 項 目 

事 務 局 

 ア 神奈川県シルバー人材センター連合会と 

  合同開催「高齢者活躍人材確保育成事業」 

  (ｱ) 刈払機講習会      参加人数 17 人 

 イ センター実施 

  (ｱ) 訪問型サービスＡ研修会 参加人数 ８人 

 

 (6) 退会会員の抑制 

   地域班会議やホームページによる受注情報の提供及び「会員の就業

期間等に関する要綱」の運用によって、管理業務の就業期間終了会員

の退会抑制を図りました。 

 

 

２ 受注の拡大 

  企業からの受注が増えるとともに、コロナ渦による公共施設等の休館

や時間短縮が解除され、契約金額は昨年度を大幅に上回りました。 

 

 (1) 広報媒体を活用した事業展開 

   ホームページ及び会報「ねんりん」の発行を始め、厚木市「広報あつ

ぎ」及びミニコミ誌「タウンニュース」への広告掲載、また、新たに市

役所市民課や公民館等に置かれている証明書用封筒に広告を掲載し、

受注の拡大に努めました。 

 

 (2) 普及啓発活動の推進 

   「公民館まつり」によるＰＲ活動は、主催者側の規模縮小のため参

加を見送りました。 
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 (3) 会員、役員及び職員による営業活動 

   年間を通して個人家庭に対する営業活動は、植木班及び除草班が中

心となり、作業場周辺へ会員増強と併せてチラシ配布を実施しました。 

   また、企業に対しては、総務・業務開拓委員会が訪問による営業活

動に努めました。 

 

担当委員会等 実 施 項 目 

総務・業務開拓 

 ア 総務・業務開拓委員会による企業訪問 

   回数   ３回 

   人数   ６人 

   訪問箇所 15 箇所 

 

 (4) 超高齢社会に対応した受注活動 

   訪問型サービスＡ事業の実施に当たり、厚木市や地域包括支援セン

ターとの連携を図り、事業推進を図りました。 

 

 (5) 労働者派遣事業と職業紹介事業の推進 

   労働者派遣事業の放課後児童クラブ補助員、選挙関連の開票事務及び

投票受付事務等を実施しました。 

 

担当委員会等 実 施 項 目 

事 務 局 

 ア 労働者派遣事業 

   件数     ５件 

   就業延人員 02,486 人日 

   契約金額 15,996 千円 

 

 (6) 新規事業の推進 

   会員満足度調査や顧客満足度調査の調査結果を基に、職種の開拓及

び会員への受注マッチングに努めました。 
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３ 組織体制の充実 

  地域に密着した公益目的事業を着実に実行するため、顧客満足度の向

上を視野に、発注者からのニーズに迅速に対応できるよう会員の資質の

向上を通して就業体制を整備し、効果的な事務事業を推進しました。 

  また、委員会をはじめとする「地域班」や「職種班」など各組織間の連

携強化により、会員満足度の向上に努めました。 

 

 (1) 公益目的事業の推進 

   地域社会から信頼される事業運営を目指すため、組織統治の強化及

び法令遵守の徹底を図るとともに、地域班が中心となり社会奉仕活動

を実施しました。 

   また、会員の就業提供に当たり、配分会議による未就業会員等の就

業を優先して行うなど、公平な会員への情報提供と配分に努めました。 

 

担当委員会等 実 施 項 目 

地域活動 
・ 

事 務 局 

 ア 社会奉仕活動の実施 

  (ｱ) 一日奉仕の日の実施 

    実施内容 厚木中央公園内清掃・除草 

    参加人数 142 人 

  (ｲ) シルバーの日（社会奉仕活動）の実施 

    実施内容 公共施設等清掃・除草 

    参加人数 239 人（16 地域班） 

  (ｳ) 下校時児童見守りの実施 

    実施地域班 緑ヶ丘地域班 

    実施回数 11 回 

    参加人数 14 人（延べ 38 人） 

  (ｴ) 地域イベントに係る清掃作業の実施 

    実施地域班 玉川地域班 

    実施回数 １回 

    参加人数 16 人 
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 (2) 会員参画による組織運営の推進 

   センターの設立目的と基本理念について、入会説明会及び既存会員

接遇研修会において周知し、意識高揚を図りました。 

   また、会員自らが事業運営等に参画できる体制づくりのため、各委

員会は委員会実行計画を作成し、「第１次基本計画」を着実に実行しま

した。 

   さらに、「第１次基本計画」の評価・検証及び会員満足度調査などの

結果を基に、「第２次基本計画」を策定しました。 

 

 (3) 「地域班」活動の充実 

   入会説明会及び接遇研修会で、地域班活動の役割と重要性について

周知徹底を図りました。 

   また、地域班会議を開催し、情報の伝達や共有化を図るとともに、

地域班が中心となり、公園除草等の作業に従事しました。 

 

担当委員会等 実 施 項 目 

地域活動 
・ 

事 務 局 

 ア 地域班による作業 

  (ｱ) 公園除草 

    実施箇所 124 箇所 

    実人員  260 人 

  (ｲ) 道路除草 

    実施箇所 040 箇所 

    実人員  104 人 

  (ｳ) スクールアシスタント 

    実施箇所 050 箇所 

    実人員  162 人 

 イ 地域班会議の開催 

  (ｱ) 第１回（６月） 

    参加人数 334 人 

     内容   受注情報、安全・適正就業強化月間 

          及びアンケート調査についてほか 

  (ｲ) 第２回（２月） ※ ２地域班雪のため中止 

    参加人数 328 人 

    内容   受注情報、第２次基本計画素案に

ついてほか 
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(4) 「職種班」活動の充実 

   技能や経験が必要とされる植木剪定や除草作業は、グループリーダーが

中心となり実務を通して未経験者の育成を行いました。 

   また、総務・業務開拓委員会と安全管理委員会の連携によって職種班

会議などを通して、安全就業情報の提供や就業に関する課題及びそれら

の情報の共有化を図りました。 

 

担当委員会等 実 施 項 目 

総務・業務開拓 

 ア 職種班会議の開催 

  (ｱ) 除草班リーダー会議 

    開催回数 ２回 

    参加人数 延べ 24 人 

    内容   正副班長等の選出、要綱等改正

及び刈払機事故についてほか 

  (ｲ) 植木班全体及びリーダー会議 

    開催回数 ２回 

    参加人数 43 名 

    内容   正副班長等の選出、要綱等改正、

見積もり、会員の増強及びメンバー 

        組合せについてほか 

  (ｳ) 管理班リーダー会議 

    開催回数 ２回 

    参加人数 延べ 19 人 

    内容   正副班長の選出、事業実績及び

事故発生状況についてほか 

  (ｴ) 公民館管理班リーダー会議 

    開催回数 ２回 

    参加人数 30 人 

    内容   正副班長の選出、事業実績及び

事故発生状況についてほか 

  (ｵ) 襖班会議 

    開催回数 １回 

    参加人数 14 人 

    内容   正副班長の選出、事業実績及び

自動車事故状況についてほか 
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(5) 会員の資質向上のための施策の推進 

   入会申込者及び管理業務従事者に対して、接遇研修会の受講を必須と

し、資質向上に努めました。 

 

担当委員会等 実 施 項 目 

総務・業務開拓 

 ア 接遇研修会（新入会員） 

   開催回数 012 回 

   参加人数 107 人 

   内容   接客マナー、安全就業及び地域班

活動についてほか 

 イ 接遇研修会（既存会員） 

   開催回数 011 回 

   参加人数 088 人 

   内容   接客マナー、安全就業及び地域班

活動について 

 

 (6) 事務事業の合理化、省力化 

   全国シルバー人材センター事業協会や神奈川県シルバー人材センタ

ー連合会主催の各種研修会に参加し、職員のスキルアップを図るとと

もに、他市シルバー人材センターとの意見交換等を通して情報収集を

図り、事務処理の合理化及び省力化に役立てました。 

 

 (7) 各種計画の策定 

「第１次基本計画」の評価・検証及び会員満足度調査、顧客満足度

調査を基に、第２次基本計画策定委員会で審議し「第２次基本計画」

（令和５年度～９年度）を策定しました。 

   また、業務効率化や効果的な運営を図るため、「定員管理計画」

（令和５年度～９年度）を策定しました。 
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４ 安全・適正就業の徹底 

  会員の傷害事故、賠償事故及び就業不履行等によるトラブルを未然に

防止するため、安全管理委員会による安全パトロールの実施や事故等の

状況確認及び事故分析を踏まえ、「安全・適正就業基準」や「会員の車両

に関する要綱」の運用による、安全就業の徹底及び事故の再発防止に努

めました。 

  また、改正道路交通法に基づき、当センターも安全運転管理者を選任

するとともに、運転者の酒気帯びの有無の確認を義務化としました。 

 

 (1) 安全・適正就業の推進 

   除草班リーダー会議（３月）を開催し、主に刈払機事故を検証する

とともに、安全意識の高揚を図り、事故の再発防止に努めました。 

   また、安全管理委員会による安全パトロールを実施し、事故の未然

防止に努めるとともに、適正就業ガイドラインを活用した接遇研修会

及び職種班会議で安全・適正就業の周知徹底を図りました。 

 

担当委員会等 実 施 項 目 

安全管理 

 ア 安全管理委員会による安全パトロールの実施 

   巡回回数  12 回 

   巡回箇所  47 箇所 

 イ 安全就業を目的とした研修会の実施 

  (ｱ) 接遇研修会（新入会員） 

    開催回数 012 回 

    参加人数 107 人 

  (ｲ) 接遇研修会（既存会員） 

    開催回数 011 回 

    参加人数 088 人 

  (ｳ) 応急手当講習会 

    開催回数  ２回 

    参加人数  19 人 

  (ｴ) 交通安全講習会 

    開催回数  15 箇所 ※ ２地域班雪のため中止 

    参加人数 328 人 
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 (2) 安全スローガンと就業マニュアルの遵守 

   ７月を「安全・適正就業強化月間」と定め、点検作業や就業先のマ

ニュアル自主点検など周知しました。 

   また、神奈川県シルバー人材センター連合会が主催する「安全就業

標語」及び「ヒヤリハット体験事例」の募集に 26 作品の応募があり、

４点が入賞しました。 

  ア 安全就業標語 

   (ｱ) 慣れた作業 油断・過信に潜むワナ 

               一手間惜しまず安全確認 （佳作） 

   (ｲ) まだ出来る 過信と無理が事故招く （佳作） 

   (ｳ) ハットした事例を共有 事故防止 （佳作） 

  イ ヒヤリハット体験事例 

   (ｱ) 「駐車場の出入口をチェーンで閉めようとしたとき」に体験

したヒヤリハット （佳作） 

 

 (3) 安全指導のための施策の推進 

   第２回地域班会議（２月）で、神奈川県警本部及び厚木警察署から

講師を招き、交通安全講習会を実施しました。 

 

 (4) 会員の健康管理の推進 

   第１回地域班会議（６月）で、厚木市の保健師を講師に招き、熱中症

等会員の健康管理及び感染症に係る講習会を実施しました。 

 

 (5) 新型コロナウイルス感染症予防 

   感染予防対策のため、センター来場の際の検温や消毒、また、会議

時には、換気を行うなど徹底しました。 

 

 

５ 財政基盤の確立 

  「自主・自立」による安定した健全経営を念頭に、合理的な事業運営を

推進し、財政基盤の確立を図りました。 

  また、令和５年 10月から導入される「適格請求書保存方式（インボイ

ス制度）」に対する国や県の動向を踏まえ、特定費用準備資金保有計画

や事務費率などの財源確保について見直しを行いました。 
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 (1) 受注額増加の推進 

   受注額増加による自主財源（事務費）を確保するとともに、合理的

な事業運営を推進し、財政基盤の確立を図りました。 

 

 (2) 経常経費の削減 

   公益目的事業にかかる「シルバー人材センター事業」を推進するた

め、需用費など経常経費の削減に努めました。 

 

 (3) 補助金の確保 

   「高齢者活躍・現役世代雇用サポート事業」への参入によって、補助

金の確保に努めました。 

 

 (4) 特定費用準備資金の保有 

   国や県のインボイス制度の情報提供を踏まえ、改めて特定費用準備

資金保有計画や事務費率の見直しによる財源確保計画を立て直しまし

た。 

 

 

６ 連携・交流活動の推進 

  円滑な事業推進のため、行政機関等との連携を図り、会員及び役職員

によるボランティア活動などを通して、センターの存在意義をアピールし

ました。 

 

 (1) 行政・地域関係団体との連携 

   引き続き、厚木市及び地域包括支援センターなどと連携し、労働者

派遣事業や訪問型サービスＡ事業の推進を図りました。 

 

 (2) 会員及び地域組織との交流 

   地域班独自活動によるボランティア活動や協議会に参加することに

よって地域交流を図り、センターのＰＲ活動に繋げました。 

   また、自主サークル活動（「パソ楽会」「ゴルフ親睦会」「女子会」）に

よって、会員の増強に努めました。 
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担当委員会等 実 施 項 目 

地域活動 
・ 

事 務 局 

 ア 地域組織との交流活動 

  (ｱ) 下校時児童見守りの実施 

    実施地域班 緑ヶ丘地域班 

    実施回数 11 回 

    参加人数 14 人（延べ 38 人） 

  (ｲ) 地域イベントに係る清掃作業の実施 

    実施地域班 玉川地域班 

    実施回数 １回 

    参加人数 16 人 

  (ｳ) 協議会参加 

    参加地域班 厚木南地域班 

    出席回数 ２回 

    名称   厚木南地区「厚木市厚木南地区

たすけあい・支え合い地域づくり

協議会」 

 

 

７ その他 

 (1) ボランティア活動等の実施 

   センター事業運営が、長年、地域の恩恵により支えられていること

に感謝するとともに、センターの認知度の向上を視野に社会的意義を

アピールするため、ボランティア活動（社会奉仕）を実施しました。 

 

担当委員会等 実 施 項 目 

地域活動 
・ 

事 務 局 

 ア 一日奉仕の日 

    実施内容 厚木中央公園内清掃・除草 

    参加人数 142 人 

 イ シルバーの日 

    実施内容 公共施設等清掃・除草 

    参加人数 239 人（16 地域班） 

 ウ 下校時児童見守りの実施 

    実施地域班 緑ヶ丘地域班 

    実施回数 11 回 

    参加人数 14 人（延べ 38 人） 
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担当委員会等 実 施 項 目 

地域活動 
・ 

事 務 局 

 エ 地域イベントに係る清掃作業の実施 

    実施地域班 玉川地域班 

    実施回数 １回 

    参加人数 16 人 

 

 (2) 個人情報の保護 

   「会員」及び「発注者」の個人情報は、個人情報保護規程及び特定個

人情報事務取扱要綱に基づき、適正に取り扱うとともに、個人情報の

保護に関する法律の一部改正に伴い、当センターの個人情報保護規程

の廃止及び制定を行いました。 

 

 (3) ホームページにおける情報公開の充実 

   ホームページを活用し、保有する決算等の情報を適正に公開すると

ともに、会員及び市民の利便性の向上のため、掲載内容の充実により

運用環境の整備を図りました。 

 

 (4) 会報の発行 

   センターの事業運営、会員の就業内容の紹介、健康管理など最新情

報の共有及び安全・適正就業を図るため、広報委員会の取材編集活動

のもと、会報「ねんりん」を年２回発行しました。 

 

 (5) 独自事業の実施 

   センターの普及啓発活動の一環として、事業展開を図っている「正

月用しめ縄飾り製作販売」、「刃物とぎ」、「縫製事業」及び「空き家見

回り事業」を実施しました。 

   なお、「正月用しめ縄飾り製作販売」は、現況を踏まえ、令和４年度

で終了しました。 
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附 属 明 細 

 

１ 会員の状況 

  令和５年３月 31 日現在の会員数は、998 人で、その状況は次のとおり

です。 

 

 (1) 会員数 
 

男性 女性 計 

755 人 243 人 998 人 

 

 (2) 会員の年齢階層別構成 
 

年齢 

性別 
60～64 歳 65～69 歳 70～74 歳 75～79 歳 80 歳以上 計 

男性 15 人 87 人 227 人 258 人 168 人 755 人 

女性 14 人 39 人 72 人 83 人 35 人 243 人 

計 29 人 126 人 299 人 341 人 203 人 998 人 

 

 (3) 地区別会員数 
 

性別 

地区 
男性 女性 計 

 性別 

地区 
男性 女性 計 

厚木北 62 人 21 人 83 人  荻野東 34 人 11 人 45 人 

厚木南 31 人 5 人 36 人  小 鮎 81 人 19 人 100 人 

依知北 37 人 7 人 44 人  玉 川 24 人 2 人 26 人 

依知南 43 人 14 人 57 人  南毛利 104 人 40 人 144 人 

睦合北 38 人 15 人 53 人  愛 甲 37 人 13 人 50 人 

睦合南 66 人 21 人 87 人  相 川 44 人 7 人 51 人 

睦合西 30 人 17 人 47 人  緑ヶ丘 24 人 15 人 39 人 

荻野北 39 人 16 人 55 人  森の里 35 人 14 人 49 人 

荻野南 26 人 6 人 32 人  計 755 人 243 人 998 人 
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２ 事業の実績 

 

 (1) 受託・独自別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 受託先別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 職群別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区 分 受託件数 就業人員 就業延人員 配分金 契約金額 

受託事業 4,480 件 23,286 人 83,239 人日 394,219,414 円 437,644,707 円 

独自事業 2 件 82 人 527 人日 1,786,496 円 1,867,610 円 

しめ縄飾り 1 件 46 人 380 人日 1,462,040 円 1,462,040 円 

刃物とぎ 1 件 36 人 147 人日 324,456 円 405,570 円 

計 4,482 件 23,368 人 83,766 人日 396,005,910 円 439,512,317 円 

区 分 受託件数 就業人員 就業延人員 配分金 契約金額 

公  共 119 件 6,288 人 34,691 人日 161,058,553 円 181,231,777 円 

公  社 12 件 441 人 2,638 人日 15,420,607 円 16,825,179 円 

企  業 558 件 5,148 人 30,755 人日 146,215,543 円 158,909,407 円 

個  人 3,791 件 11,409 人 15,155 人日 71,524,711 円 80,678,344 円 

独  自 2 件 82 人 527 人日 1,786,496 円 1,867,610 円 

計 4,482 件 23,368 人 83,766 人日 396,005,910 円 439,512,317 円 

区 分 受託件数 就業人員 就業延人員 配分金 契約金額 

技術群 20 件 21 人 49 人日 324,469 円 350,417 円 

技 能 

群 

2,168 件 7,177 人 8,565 人日 43,349,187 円 50,911,204 円 

事 務 

群 

43 件 250 人 947 人日 4,393,680 円 4,890,207 円 

129,826,938 管 理 

群 

22 件 3,088 人 23,991 人日 119,796,916 円 129,826,938 円 

折衝外交

群 

0 件 0 人 0 人日 0 円 0 円 

一般作業

群 

1,633 件 10,521 人 37,495 人日 194,175,332 円 216,694,986 円 

サービス

群 

596 件 2,311 人 12,719 人日 33,966,326 円 36,838,565 円 

計 4,482 件 23,368 人 83,766 人日 396,005,910 円 439,512,317 円 
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 (4) 派遣事業 

 

 

 

 

 

３ 事務事業の実施状況 

 

 (1) 定時総会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 理事会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区 分 受託件数 就業人員 就業延人員 会員賃金 契約金額 

派 遣 事 業 5 件 155 人 2,697 人日 11,882,097 円 15,995,675 円 

開催日 
報告・議案 

番号 
内  容 

６月６日 

出席人数 

833 人 

(委任 610 人含む) 

報告第１号 令和４年度事業計画 

報告第２号 令和４年度収支予算 

報告第３号 令和３年度事業報告 

議案第１号 令和３年度収支決算 

議案第２号 理事の選任 

議案第３号 監事の選任 

開催日 
報告・議案 

番号 
内  容 

第１回 

５月 11 日 

議案第１号 令和３年度事業報告 

議案第２号 令和３年度収支決算 

議案第３号 理事候補者の決定 

議案第４号 監事候補者の決定 

議案第５号 令和４年度定時総会 

議案第６号 表彰 

17



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 
報告・議案 

番号 
内  容 

第１回 

５月 11 日 

議案第７号 
委員会設置に関する規程の一部 

改正 

報告第１号 正会員入会申込者 

第２回 

６月６日 
議案第８号 

理事長、副理事長及び常務理事の 

選定 

第３回 

８月 26 日 

議案第９号 第２次基本計画の指針 

議案第10号 車両管理規程の一部改正 

議案第11号 事務費率及び適用時期 

報告第２号 
令和４年度理事長、副理事長及び 

常務理事の職務執行状況 

報告第３号 委員会委員 

報告第４号 令和４年度委員会の進捗状況 

報告第５号 第１次基本計画の評価・検証 

報告第６号 正会員入会申込者 

第４回 

10 月 27 日 

議案第12号 独自事業に関する規程の一部改正 

報告第７号 
お客様意識調査及び会員満足度 

アンケート調査の実施結果報告 

報告第８号 正会員入会申込者 

第５回 

11 月 30 日 
(書面表決) 

議案第13号 職員就業規程の一部改正 

第６回 

１月 20 日 

報告第９号 
令和４年度理事長、副理事長及び 

常務理事の職務執行状況 

報告第10号 令和４年度委員会の進捗状況 

報告第11号 第２次基本計画の素案 

報告第12号 正会員入会申込者 
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 (3) 監査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 
報告・議案 

番号 
内  容 

第７回 

３月 17 日 

議案第14号 個人情報の保護に関する規程 

議案第15号 職員就業規程の一部改正 

議案第16号 第２次基本計画 

議案第17号 
特定費用準備資金の積立期間等 

の変更 

議案第18号 
令和５年度資金調達及び設備投資

の見込み 

議案第19号 
令和５年度役員賠償責任保険の 

加入 

議案第20号 令和５年度委員会実行計画 

議案第21号 令和５年度事業計画 

議案第22号 令和５年度収支予算 

議案第23号 顧問の選任 

報告第13号 定員管理計画 

報告第14号 正会員入会申込者 

種 類 内   容 

監事監査 令和３年度事業報告及び収支決算 

定期監査 

(外部) 

令和４年度月次巡回監査、収支計算書及び財務 

諸表確認 
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 (4) 地域班関係 

 

  ア 第１回地域班会議（６月９日～６月 27 日） 

 

地域班名 参加人数  地域班名 参加人数 
 

内 容 

厚木北 022 人  荻野東 016 人  
受注情報の提供 

事業実績 

安全・適正就業強化月間 

会員満足度調査 

健康管理講習会 

 

厚木南 014 人  小 鮎 027 人  

依知北 019 人  玉 川 015 人  

依知南 012 人  南毛利 035 人  

睦合北 024 人  愛 甲 016 人  

睦合南 038 人  相 川 016 人  

睦合西 012 人  緑ヶ丘 017 人  

荻野北 016 人  森の里 023 人  

荻野南 012 人  計 334 人  

 

  イ 第２回地域班会議（２月２日～２月 21 日） 

 

地域班名 参加人数  地域班名 参加人数 
 

内 容 

厚木北 024 人  荻野東 012 人  
受注情報の提供 

事業実績 

第２次基本計画素案 

交通安全講習会 

 

厚木南 019 人  小 鮎 036 人  

依知北 中止  玉 川 018 人  

依知南 022 人  南毛利 045 人  

睦合北 031 人  愛 甲 014 人  

睦合南 中止  相 川 023 人  

睦合西 016 人  緑ヶ丘 014 人  

荻野北 020 人  森の里 020 人  

荻野南 0014 人  計 328 人  
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  ウ シルバーの日（10 月８日～10 月 25 日） 

 

地域班名 参加人数  地域班名 参加人数 
 

内 容 

厚木北 020 人  荻野東 008 人  
公民館清掃・除草 

道路清掃 

チラシ配布 

厚木南 019 人  小 鮎 013 人  

依知北 中止  玉 川 015 人  

依知南 014 人  南毛利 031 人  

睦合北 020 人  愛 甲 006 人  

睦合南 037 人  相 川 019 人  

睦合西 008 人  緑ヶ丘 010 人  

荻野北 009 人  森の里 008 人  

荻野南 002 人  計 239 人  
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